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２０２４年 １０月 ２４日（木） 第２２０５回 例会報告 

 
点  鐘  藤原 崇史 会長 
ロータリーソング  奉仕の理想 
４ つ の テ ス ト   
 
会長の時間  藤原 崇史 会長 

先週の３ＲＣ夜間例会、地区大会にご参加いただきましてありがとうございました。

他クラブとの交流ということで多分に神経を使われたことと思います。参加された皆様、

長時間お疲れ様でございました。 

そして例会前におこなった藤原年度第二回パスト会長会、パスト会長の皆様、お忙

しい中、お集まりいただきましてありがとうございます。おそらくパスト会長会を定期的に

開くという試みはクラブで初めてかと思います。今年度は３か月に１回程度、パスト会長会を開きクラブ運営

に関するアドバイスを頂戴したいと考えております。パスト会長の皆様、またやるのかよ。と思わず今年度

お付き合いください。残り９カ月クラブのために尽力してまいります。役員理事の皆様、委員長の皆様、

そし良き友である会員の皆様、引き続きご協力よろしくお願いいたします。 
 
会長の時間の前に、上毛新聞に掲載されたクラブ会員の活躍をお伝えしたいと思います。 
 

本日の会長の時間ですが、米山月間ということで米山奨学会及び米山奨学金についてお話をしたいと

思います。先週開催されたクラブラーニング・ロータリー情報委員会の家庭集会で足立パストガバナーが

『米山梅吉とは何者か？』というテーマで講話していただきました。非常に興味深い内容で分かりやすかった

です。おさらいという意味で改めて米山梅吉さんとは何者か？と簡単に申し上げますと、日本で初めてロー

タリークラブを設立した方です。アメリカ滞在時にロータリーの存在を知りロータリーの奉仕という理念に

共鳴し１９２０年１０月に東京ロータリークラブを設立しました。梅吉さんは明治元年に生まれ、昭和２１年に

亡くなりました。昭和２１年つまり１９４６年というと大東亜戦争、終戦の翌年であり、天皇による人間宣言が

行われ現人神から普通の人間として生きることを国民に告げた年であります。明治、大正、昭和初期、

米山梅吉さんの生きた時代、私の憶測にすぎませんが、我々の生きるこの時代と違って急速な近代化に

伴う富国強兵が優先された軍国主義の時代で、国民の生活レベルは相当に貧しく今のような国民皆保険

制度や生活保護制度もない時代です。きっと光よりも影と闇が色濃い時代だったのではないでしょうか？

そんな背景の中、アメリカで超我の奉仕を実践するロータリークラブを知った梅吉さんにとって衝撃以上の

何かを痛烈に感じたに違いないと私は思います。超我の奉仕に陶酔した梅吉さんは、その生涯を社会

奉仕に捧げたと言います。有名な話で言えば、ハンセン病患者のいる施設への慰問です。ハンセン病とは

末梢神経に異常をもたらし皮膚疾患をおこし手足が変形していく病気です。感染率は非常に低いものの

コロナの時のようにメディアが騒ぎ煽ったことにより、罹患差別がすごかったそうです。そんな中でも慰問を

続けた梅吉さんは改めてすごいことをしたものだと思いました。 

 

米山記念奨学事業に話を戻します。米山記念奨学事業とは梅吉さんが始めたわけではなく、米山梅吉

さんの功績を記念して１９５２年に東京ロータリークラブが始めたのがきっかです。その趣旨に日本中の

ロータリークラブが共感し賛同して、今では日本全国の地区で米山記念奨学事業を行っています。 
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またここで米山記念奨学事業とは何か？と、簡単に言いますと、海外から日本に留学で来ている

外国人に対し、日本全国のロータリアンからの寄付を財源に奨学金を支給し支援する事業です。当クラブ

において今年は、米山奨学生はおりませんが、前年度は群馬大学工学部に在籍するエジプト人のボディ

君、その前は、群馬大学大学院の研究生でモンゴル人のおかちゃん。おかちゃんに関しまして米山記念

奨学事業で初の留年という偉業を成し遂げ、めちゃくちゃ米山本部、群馬地区から怒られました。川島

年度で私が幹事そして縫島が臨時事務局員を担当していた時で本当に大変でしたが、この話はいつかの

サイコロ例会でお話したいと思います。受け入れる方法は世話クラブになりたいと地区に申し出ることで

受け入れられますが、最近では受け入れ希望のクラブが多く抽選で漏れることもあるそうです。今年度

につきましては抽選漏れという結果で受け入れが、かないませんでした。世話クラブになったクラブは

クラブ内の財団米山委員会、もしくは会員の中からカウンセラーを選任し、奨学生に対し個人的なケア

などアドバイザーとなっていただきます。ちょうど去年は藤川パスト会長にカウンセラーになっていただき

ました。藤川先輩のカウンセラーとして１年間の足跡を報告していただく例会が感動的だったと記憶して

います。因みにボディ君は群馬大学の工学部を卒業し今はＮＥＣで働いています。ちょうど先日、内山先輩

と夜ご一緒させていただいた時に、奨学生は卒業したあと何の音沙汰もなくなる現状が悲しいと仰って

いました。一年に一回くらい例会に顔を出してもらったらどうか？と貴重なご意見をいただきました。 

梅吉さんの作った東京ロータリークラブでは米山月間に過去の奨学生を招き卓話してもらっています。

東京ロータリークラブのホームページのプログラムに記載されていました。参考までにご紹介します。 
 
  演 題：「支えられた二年間、夢をかたちに：米山奨学金と歩む医師への道」 

  卓話者：順天堂大学医博課程 米山奨学生 茹柯耶 吐尓逊さん 
 
  演 題：「手に手をつなごう」 

  卓話者：2022-23 年度米山奨学生 李 真さん 
 
  演 題：「ロータリークラブの支援で築いた未来－博士号取得と教育者としての成長」 

  卓話者：2021-22 年度米山奨学生 黄 秋源さん 
 

さすが東京ロータリークラブですね。内山先輩のアドバイス通り、どうにかボデｨ君、もしくはおかちゃんを

今年度中に例会出席またはクリスマス例会などに来ていただけるようトライしてみたいと思います。 

 

結びに、先程申し上げた通り、米山奨学事業においては、各ロータリアンの寄付で成り立っています。

当クラブにも寄付目標があり、１人１６，０００円以上となっております。寄付特典もございます。今年度

お配りした現況報告書をご覧になってみてください。『９９』ページになりますが、累計寄付額に応じて表彰

掲載されます。寄付累計１００万円になるとメジャードナーとして記載されるほか、メジャードナーが集まる

パーティーにも招待されるなど色々な特典を受けられます。当クラブでは木村パスト会長がメジャードナー

となっております。私もメジャードナーになって、木村先輩とともにそのパーティーに行くのが目標でござい

ますが、あくまでも１６，０００円は寄付目標でございます。強制ではございませんが、当クラブはガバナー

輩出クラブでございます。未達となりますと足立ガバナーの顔を潰すことにも繋がりかねません。私も

当年度の会長として未達にする訳にはいきませんので寄付をしてまいります。 

ボディ君やおかちゃん、そして来年、再来年、５０周年に当クラブへ来るかもしれない未来の奨学生の

ためにぜひ皆様の善意のお心を事務局までお届け頂けますと幸いでございます。 

足立先輩、ロータリーのモットーは『サービスアボバセルフ』？でよろしかったですよね？以上で本日の

会長の時間を終わりにします。  サービスアボブセルフ  サービスアボバセルフ 

 

記念品贈呈  戸塚 和昭 直前会長 

◆米山記念奨学会より 

「第６回米山功労者マルチプル」 
             藤原 崇史会長へ 
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新入会員入会式 

・新入会員紹介  クラブ戦略・会員増強退会防止委員会  大本 計馬 委員長 

■氏名／白石 和義（ｼﾗｲｼ ｶｽﾞﾖｼ）会員   ■生年月日／昭和３５年２月２４日 

■事業所名／太陽実業株式会社        ■地 位／代表取締役社長 

■事業所住所／前橋市本町二丁目１４番８号 

■事業所ＴＥＬ／０２７－２２３－０５４１ 

■自宅住所／高崎市上豊岡町         ■家族／奥さま，子供１人 

■趣   味／読書 

 

・推薦者は、木村 清高パスト会長です。（残念ながらご欠席） 

 

・ 認証状授与 

◆藤原 崇史会長より 白石 和義会員へ 
 
・ ロータリーバッジ、関係書類贈呈 

◆藤原 崇史会長より 白石 和義会員へ 

 

 

 

 

・新入会員挨拶  白石 和義会員 

太陽実業株式会社の白石でございます。この度は、伝統ある前橋東ロータリークラブ

に入会の承認を賜りましたことを心より御礼申し上げます。 

経歴でございますが、前職は東和銀行の役員で支店長・推進関連の業務を多く

経験して参りました。未熟ではございますが、ご指導のほど宜しくお願い致します。 

 

 

・職業分類・所属委員会  鈴木 みづえ 副幹事 

白石 和義会員の職業分類は、『サービス業』です。 
所属委員会は、『親睦委員会』、『ニコニコＢＯＸ委員会』です。 
 
地区大会報告  戸塚 和昭 直前会長 

『国際ロータリー第２８４０地区 ２０２４年度・２０２５年度 地区大会 報告』 

２０２４年１０月２０日（日） １０：００～１６：３０  於：美喜仁桐生文化会館 
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〔国 際 ロータリー〕  ２０２３－２４年度 ロータリー賞    
〔ＲＩ第２８４０地区〕  ２０２３－２４年度 ロータリー賞 
     〃        ２０２３－２４年度 会員増強優秀クラブ賞（純増） 第１位 
     〃        ２０２３－２４年度 ロータリー財団年次寄付人頭額優秀クラブ賞 第３位 
 
祝報告  田嶋 景姫 親睦副委員長 

＊ 結婚祝 ＊ 青木 潔（H.1.10.29） 塩原 宏冶（H.9.10.5）  柴崎 正（H.11.10.17） 

          山岡 俊介（H.22.10.10） 錦戸 崇（H.24.10.13） 

＊ 誕生祝 ＊ 坂口 博樹（S.35.10.27） 鈴木みづえ（S.**.10.21） 田中 朋亨（S.57.10.10） 

          梅澤 隼（H.3.10.29） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
幹事報告  小山 京子 幹事 

１）『１１／７ ガバナー公式訪問例会』出席協力のお願い。 

 ・ＡＭ10：45 集合 東クラブのネクタイ、スカーフ、ロータリーバッチ、地区バッチの着用 

 ・例会前 「懇談会参加のお願い」 対象者：役員理事、地区役員、５年未満会員、 

                            インターアクトクラブ（顧問、生徒２名） 

 ・７日は第一例会ですが、ガバナー訪問のためプログラム変更、祝報告は次回へ。 

２）「学校フェスタとＩＭ参加のお願い」本日が最終締め切りです。学校フェスタのパンフ

をラックへ入れさせていただきました。 

・学校フェスタ １１／１６・１７ 10：00～16：00 午前の部と午後の部どちらか、または終日 

・学校フェスタ １１／１６ 10：30 受付 11：00～ＩＭ出席のお願い 

・対象者は会長・幹事・会長エレクト・次年度幹事・社会奉仕委員長・公共イメージ委員長・入会３年未満

の会員、各クラブ１０名以上 

３）現況報告書と会員名簿が完成しております。皆様のラックに置かせていただきましたので、お持ち帰り

ください。 

４）「第２３回ＲＹＬＡ研修募集のお知らせ」１１／８（金）締め切りです。 

・令和６年１２／８ 10：30～16：30 場所：前橋第三コミュニティセンター 

・１４歳から３０歳の熱意ある若者の参加 

・ＲＩ第２８４０地区 各ロータリークラブ推薦の高校生、大学生、一般の方 

・インターアクター、ローターアクター、ロータリアンの家族 

・ロータリアンの企業にお勤めの方 

・各ロータリークラブ米山奨学生参加 

５）１１／２３ 早朝清掃 7：00、幸せのベンチ寄贈式 8：00（地区補助金事業）があります。 

６）『ハイライトよねやま』のご確認をお願いします。 

７）１０月末日でクールビズ終了です。 
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出席報告 

※特別会員Ａ（補欠法人会員）出席者 0 名 ・ 特別会員Ｂ 出席者 0 名 

◆９月度平均出席率・・・６２．３４％ 

 
委員会報告 
ロータリー財団・米山奨学委員会  縫島 英美 副委員長 

『寄付のお願い』 
ロータリー財団・米山奨学委員会 副委員長の縫島です。 
会長の時間でもありました通り、今月は「米山月間」ということで、木村（清）委員長

に代わって、米山記念奨学寄付のお願いをさせていただきます。 
会員の皆様には、日頃より米山記念奨学寄付に多くのご支援をいただだき、ありが

とうございます。今年度の目標額は、おひとり様１６,０００円以上です。 
寄付は自らの意思で行うものですので強制はできませんが、先輩方が長年積み上げてきた功績に

恥じぬよう、クラブとして目標達成を目指していきたいと思います。 
また、来月は「ロータリー財団月間」となりますので、更に寄付のお願いをさせていただくことになります

が、どうか皆様にはご理解をいただき、ひとりでも多くの寄付をお願いしたいと思います。 
以上です、ありがとうございました。 

 
部会報告 
ゴルフ部会  角田 有司 部幹事 

お世話になります。ゴルフ部会 幹事の角田です。よろしくお願いします。ゴルフ部会

から、報告をさせて頂きます。 

先週の１６日に、東ＲＣの第３回ゴルフコンペを赤城ゴルフクラブにおいて開催いたし

ました。当日は会員７名と伊佐プロの参加をいただきました。成績は、私が優勝させて

いただきました。 

また、おとといの２２日に第５９回、前橋６ＲＣ親善ゴルフ大会を赤城国際ＣＣで開催

いたしました。総勢４７名の参加でした。東ＲＣは団体戦は３位でした。個人戦はなんと、優勝が藤原会長

でした。すばらしい！！ 

また、第４回のコンペを、１１月２８日（木）に、赤城ゴルフクラブにて開催させていただきます。案内は

後日、発送をいたしますので一人でも多くの方の参加をお待ちしています。よろしくお願いいたします。 

 

ニコニコＢＯＸ報告  柴崎 真緒 委員（代理）                             （順不同） 
藤原会長・小山幹事：本日もよろしくです！ 
足立 進パストガバナー：白石さん、入会おめでとうございます。藤川さん卓話楽しみにして 
           います。 
戸塚和昭直前会長：白石さん、入会おめでとうございます。藤川さんの卓話を楽しみに 
           しています。 
内 山  均 さ ん：地区大会参加しました。 

大 本 計 馬 さん：藤川さんの卓話を期待しています。白石さん入会おめでとう。 
石 原 保 幸 さん：藤川委員長の卓話を楽しみにしています。 
釘 島 伸 博 さん：いつも大変お世話になり感謝です！ 
藤 川  孝 さ ん：本日は前年度米山カウンセラーの報告を再度バージョンアップしてさせて頂きます 
           ので宜しくお願い致します。 
田 嶋 景 姫 さん：藤川さんの卓話お楽しみです。 
宮 坂 典 明 さん：白石さん、ご入会おめでとうございます。 
宮 崎 真 一 さん：白石さん、入会おめでとうございます！！ 
柴 崎 真 緒 さん：白石さん、よろしくお願いします！ 
 

 会員数 休会者 出席者 欠席者 補填者 率 

本  日 53(53) 0 27( 3) 26  52.94% 

前々回 52(52) 0 17( 2) 35 2 38.78% 



2024/10/24                                                                 

- 6 - 

点 鐘  藤原 崇史 会長 
～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～ 
『２０２４～２０２５年度 ニコニコＢＯＸ累計額』  ２２５，０００ 円 

『新入会員 歓迎ＢＯＸ額』             ２３，０００ 円 

～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～ 

★ 編集後記 ★  会報・公共イメージ委員会  宮崎 真一委員長 

私的な事で大変恐れ入りますが、毎年この時期の宮崎は、予定カオス状態となり、帰宅すら、

ままなら無い日々が続きます。そこに加えて、弊社リニューアル工事につき、資金繰りや補助金等

の書類作成に追われ、てんてこまいな日々でございます。 

 

忙しいという感じは、心を亡くすと書きますが、自分が思うのは、忙しい時ほど、それが大事か

大事ではないか、人、物、事、に対して、敏感になる感覚を覚えます。その中で、ふと、自分に

とってロータリーとは何なのか、考えてしまいました。 
 

自分は、例えば、以下、◯◯度や、◯◯率、みたいな、人間味を大事にしています。 
 

イケメンの愛の告白とブ男の愛の告白、どちらが本気度が高いでしょうか。 

お金持ちの１万円のおごりと、貧乏な人からの１００円のおごり、どちらに有り難みがあるで

しょうか。 

時間に余裕のある人が作ってくれた時間と、超忙しい人が何とか調整して作ってくれた時間は、

どちらが価値が大きいでしょうか。 
 

結果、どれも、どんな立場であろうとも、差別してはならず、有り難く価値も高い事は大前提と

した上で、それでも、やっぱり人間だもの、人間らしい評価、人間らしい付加価値、いわゆる

人間味は、無視出来ないし、人間らしい見方をされたいものです。 
 

奉仕も、例えば、スポンサーみたいな支えとなるものも、お金ある人が褒め称えられる世の条理。

お金があれば、必然的に時間も作りやすいでしょう。 

誰かを支え、誰かを助けられる、究極の武器が、お金と時間。 

結局は、お金なのか、と、やっぱり、思えてしまう今日この頃です。 
 

仮に、何の想いが無くても、お金の出し入れに対して、評価が集まる世の中。さて、お金も無い、

時間も無い、だけれど、想いだけはある、そんな人はどうすべきかー。苦渋の想いと共に、その人

らしく活動しても、報われない。それが上記でいう、◯◯度は高くても、目は向けられないし、

人間味は、評価の価値に値しない。つまり、奉仕とは、奉仕チームや奉仕活動は、お金と時間が

充分にある人しか、活動してはならない、とも言えてしまうのが、現状と捉えました。 
 

よって、例えば、ロータリアンが、道端で倒れてるご老人に手を差し伸べなくても、お金さえ

奉仕していれば、世界の貧しい国々の誰かは救われて、目の前のご老人は無視されても、その人

の評価は、きっと、下がらない、でしょう！？ 
 

宮崎という、現状、お金も時間も余裕の無い、奉仕の武器を持てない弱者が、一応、ロータリーに

属してしまっているため、どの様に今後、向き合っていけば良いだろうか、と、秋の夜長に、ふと、

思えてしまえた、近頃の話でした。 

 

 


